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ダウンロード３００万件を突破した
１０年目の本学機関リポジトリ…石井保唐

雑誌『芸苑』と『をだまき州………吉岡義信

図書館員のお薦め本貝の

嫉舗’刷鮮鵬撚謝瀧鴎撚雌画
臓0鴇側ｶﾌｪ､揃嗣｢鯛細膳愉｣について…岩本治美

わが著書を語る…………………………佐藤さくら

２０１８年に出版された教職員の図書
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ダウンロード300万件を突破した

１０年目の本学機関リポジトリ
石井保唐

1,500,000

さらに、本学では全国でも珍しい（唯一と思わ

れる）県内の学・研究会の文献を地域連携の一

環と運用している公開サーバ、‘‘BUNGO”（Beppu

UNversityandoitareGionalsocietyforco､Operation）を

合わせると、500万回を超えるという驚くべき数

に上っている。

本学での機関リポジトリ公開は節目の１０年を

迎えるにあたり、これに関わった者の一人として、

どこかでレビューをしておく必要があると考え寄

稿した次第である。

図書館では、本学の知的生産物である論文・報

告書の文献を2009年より機関リポジトリ“BUILD，，

(BeppuUniversitylnibrmationLibraryfbrDocumentation）

と命名し、インターネット上で広く公開してきた。

これらの文献は、１０年目となった２０１８年１２月

末の時点で、3,175,964回の原文ダウンロード件

数に達した｡これは､文献複写の提供(受付という）

が300万件あったことに相当し、引用される機会

の広がりが期待できる。ちなみに、２０１６年本学

全蔵書の文献複写受付件数は327件であった。（日

本の図書館2017調べ）

文献ダウンロード数の累積
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は二次盗料としての書誌情報の検索に加え、ダウ

ンロードすることによって原文まで入手できる仕

組みになっている。

わが国では、国立情報学研究所（以下、Ｎｉi）

を核に685機関以上の組織が、大学紀要、研究報

１．機関リポジトリとは

大学や専門機関において、組織内で生産された

紀要や研究報告など知的情報を「機関リポジト

リ」として、データベース化し、インターネット

上で公開されるようになってきた。これらの情報

緯
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告､学位論文など286万件(うち原文あり217万件）

に及ぶ文献を公開している。公開されたコンテン

ツのうちメタデータと呼ばれる群誌情報（二次情

報）は、NiiのCiNiiArticlesのほかGoogleなど

の検索エンジンで、多様なサイトでアクセスが可

能であり、文献情報の可視化が飛躍的にｌｒＩｊ上し入

手も容易になった。

キーワード、雑誌名、所属など）

④印刷物の発行部数を必要妓小限にとどめること

ができるため、保管場所が不要。

⑤セルフアーカイブ（個人が直接リポジトリシス

テムに登録）が可能なため、著者自身が発表論

文を出版することなく公開することもできる。

⑥公開後も改訂・更新が可能となる。

⑦テキスト以外に、音声や動画も可能。（BUILD

には、動画も収録している）

③書誌情報がＮｉiによって番誌情報がハーベスト

（吸い上げ）され、多様なアクセスポイントへ配信

される。（本学では、月１回ハーベストされている）

印刷物と比較した機関リポジトリの利点

①365日２４時間どこからでも論文を見ることが

できる。

②可視化が増し、引用される機会が増える。

③多様な観点のアプローチが可能｡(著者､論文名、

機関リポジトリシステム
～原文情報は本学にしかない！～
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２．運用

2007年文部科学省の後押しもあって、国立大

学を中心に;機関リポジトリがスタートした。その

ほとんどが、海外のソフトウェアを使ったシステ

ムであった。

本学の機関リポジトリは、2008年九州の私立

大学では初という噴矢の役割を果たし、文献の

収録数においても地域連携のリポジトリBUNGO

を合わせると､次点の大学の倍以上となっている。

この結果、Ｉi頭のダウンロード数に結び付いたと

考えられる。

これには多くの幸運に恵まれたことが大きな要

因だと考えている。以下､時系列に述べてみたい。

①開発元の理化学研究所や連鵬する慶雌抵熟大学

と共にシステムを進化できたこと

理化学研究所で開発された機関リポジトリシス

テム（XooNIps＝ズーニップス）の修正や改良

に関して別府大学がユーザの立場から深く関わる

ことができた。また､さまざまな障害に対しても、

理化学研究所・慶唯義塾大学からスピーディな助

言を得ることができた。

(2ﾉ講義での蓋録演群で実データの一部を登録でき

たこと

2008年から、’'１司書科１１「情報機器論」で２

年間、実際の登録を兼ねて演習を行った。わずか

な件数ではあったがテストデータを兼ねて、リポ

ジトリ（BUILD）の構築に際し大いに役立った。

授業風景
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③メディアセンターのバックアップがあったこと

２系統のリポジトリのうち、BUILDシステム

を構築していただいたことや、インターネットの

設定などの技術的な支援も得られた。

④外部資金が長年確保できたこと

Ｎiiから「雌先端学術情報基盤整備（CSI)」と

して平成20年度（2008）から平成24年度（2012）

にかけ採択され、文献の登録が過去に遡って整備

Ｐ
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肝
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が進む。2008年～２０１２年のピークは、この外部

盗金と同研究所で登録支援も行っていただいた結

果であることが大きな要因である。

⑤学内の先生方の理解と支援

リポジトリの運用にあわせ、紀要等の文献には

抄録・キーワード・執筆者のヨミなどメタデータ

の必要項ljが徹底された。さらに、各紀要編集委

典会からは、電子化された原文データ（ポーンデ
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ジタル）が提供されるようになり、リポジトリ幾

録の効率化とi'11i像の精度上がった。これはひとえ

に、リポジトリに対して、“知的情報''の生産者

である先生方及び各紀要編集委員会のご理解の賜

物であろう。

年別の文献登録数
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１０年間の足跡

司諜課穆の波:i鼎教材として、理化学研究所・慶雁義熟大学が開発した純国産の

ソフトウェアによるプロトタイプの機関リポジトリ運川

学術機関リポジトリ構築連携支援事業（領域２）採択（Nii）

本学でワークショップ「XooNIpsを華盤とした新しいリポジトリシステムへ

の取り組み」開催（２日間）

機関リポジトリ正式公開（BUILD：木学教職員の知的生産物）

学術機関リポジトリ椛築連挑支援事業（領域２）採択

別府大学機関リポジトリ管理運用指針制定

地域連携のためのリポジトリ公開（BUNGO：県内の学協会・研究会）

学術情報機関リポジトリ構築連携支援邪業（領域ｌ）採択

地域連携の一環として、剛〔市の三浦梅I刺盗料館所蔵の「賛語」公開

本学で一括登録システム「アシスト君プッ」開発

学術怖報機関リポジトリ柵築連携支援那業（領域１）採択

2008年４月
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2012年７月

2013年４月

2013年４月

2018年８月

2018年９ﾉ」

学術情報機関リポジトリ構築連携支援事業（領域ｌ）採択

文科省学位規則の一部改正（博士論文のインターネット利用による公表）

前記を受け、リポジトリでの公開を前提に本学学位規程改正

BUNGOシステムをメディアセンターへ移設

ＢＵＩＬＤのダウンロード件数が300万件突破

４．課題と展望

この１０年間築き上げてきた本学の知的財産公

開は300万件のダウンロードを見るに至ったが、

さまざまな課題も残っている。以下、課題と展望

について私見を述べたい。

<r耕作権

機関リポジトリで留意すべき著作権は二通りあ

る。第一は、著作権の侵害が非親告罪になろうと

している昨今、文献の透明化によってさまざまな

案件も誘引される可能性がある。先生方には引用

作法などご苦労もあろうが、オリジナル性の高い

もの・ユニークなものを含め、さまざまな論文を

提供していただければ、別府大学の知的生産物発

信のエンジンとして、機関リポジトリはさらに充

実すると思われる。第二は､著作者の公開承認で、

現行は各紀要編集委員会で公開承認をいただいて

いるが、１９５０年代からのlilい時代の文献につい

ては、著作権者である著者の連絡確認ができず公

開承認に至らない文献も多い。特に、物故者に対

しては著作権継承者などを探し承認をいただくな

ど多大な作業が生じ足踏みの状態となっている。

②共有リポジトリサービス

国公私立大学図書館協力委員会とNii間の連

携・協力協定に基づき、２０１６年７月に設立され

たコミュニティ「JPCOAR」が設立された。５つ

の重点目標の中で、「リポジトリシステム基盤

の共同運営と有効活用」がある。具体的には、

JPCOARが運営するクラウド型のリポジトリシ

ステム（ＷEKO）の普及にある。２０１２年このシ

⑥

ステムの提供で、これまで、２６０機関前後であっ

た機関リポジトリシステムは未実施の大学のほ

か、システムをＷＥＫＯに移行する機関、システ

ムは自前でコミュニティのみに参加する機関など

2018年９月現在578機関が参加する組織となっ

ている。

このシステムの利用によって、セキュリティを

含むシステム・サーバー管理から解放され、コン

テンツ登録に集中できることを調っている。一方

で、加盟することによって、会費・システムの課

金がかかること。原文情報の帰属の問題。日IjIな

分析による諸統計の作成。後述する査読環境、研

究者情報へのリンクなどカスタマイズが困難とな

ることが問題として残るが他機関との連携・協力

を含め、今後検討していく必要があろう。

③ＤＯＩ

最近学術雑誌の論文や引用文献でDOI(デジタ

ルオブジェクト識別子＝DigitalObjectldentifier）

の付いた記事が多くみられるようになった。本学

でも、DOIの付与に関し一部の先生から問い合

わせもあった。

DOIは、個々の論文にユニークな識別子を付

与することによって、インターネット上でＵＲＬ

検索するとＤＯＩ登録機関で実際のＵＲＬに変換さ

れ、一般に短い識別子で直接その文献を参照す

ることができる。Niiは日本唯一のDOI登録機関

(JaLC）の正会員であり、機関リポジトリを公開

している大学は準会員として、無料で登録しても

らうことが可能で、ＤＯＩコードは準会員が付与
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DOlの例

紀要編集委員会

ＤＯＩ：http://１０.xxxxx/dkO5012←機関番号／論文番号

↓（DOI登録機関によって変換）

実際のＵＲＬ：http:/／http://repo・beppu-u・acjp/modules/xoonips/detail・php?id=dkO5012

することができる。

DOIの採用にあたっては、機関リポジトリを

運用する図書館独自で行うものではなく、論文固

有のコードとなるため、学内の各紀要編集委員会

の意向に沿う必要があり、訓盤が必要となる。

④各紀要細集委員会への査読環境の提供

本学のリポジトリシステムXooNIpsには、グ

ループ別にプライベートな領域を提供し、グルー

プ内で|'|由に書:き込み・編集・閲覧が可能な環境

を持っている。この機能を利用することで、査読

後グループ内の↑棚|』者が公開領域に文献をアップ

することができる。

四

編集委員会ごとの査読環境

＝●

以上、リポジトリが図書館情報という本職とも

関係が深く、別府大学に奉職して大変思い出に残

る出来事であったので、継々本学の機関リポジト

リについて書き連ねてきた。説明不足の点ご容赦

賜りたい。

（別府大学客員教授）

ｒ
ｌ

機関リポジトリ

＝二一
研究者'情報

＝心 ＝#グループ領域

倉 研究者情報へのリンク
ー~

図書館

脳
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⑤研究者情報へのリンク

いつの頃からか、各文献から研究者情報へのリ

ンクが切れている。大学の研究群情報のＵＲＬが

変更になったと思われる。読者とのコミュニケー

ションや外部機関との連携・支援の機会も得やす

くなる。少なくとも希望される先生方だけでもリ

ンクを張ることができないだろうか。

．"御

(ﾊﾒ磯１ 分

＝ウ

一一一一一一

一

グル､--．ブ領域
公開領域鋤

－．一二

壬

管
理
者
に
よ
る
査
読

一
‐
メ
タ
デ
ー
タ
の
正
規
化



勘(雪

ＢＥＰＰＵＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ

一十・七二丸一

雑誌『芸苑』と『をだまきり'''1』

吉 岡義信

「をだまき卿」も同じ

く「おもいでの糸」に次

のように紹介されてい

る。

本誌51号と５２号で文化学院時代の雑誌「アル

ゴノート』と「ＡＶRIL」について紹介しましたが、

昨年（2018）３月寄託された佐藤義詮先生関係の

文書類の中に「芸苑」第３号を発見することがで

きました。この雑誌は中込純次氏の「文学に現れ

たパリ』の「おもいでの糸」に次のように紹介さ

れています。

パルナツス派の詩人シュリー・プリュードム秋田玄務

創作高原挽歌高木正己

漫言三宅幾三郎

詩、黄色いチューリップ（他二篇）中込純次

都曾詩篇

椿姫

墓碑（他二篇）

あなたの髪の毛のやうに

PoEticalgnorantia

花（凸版）

Lapsuscalami

短歌、無題

秋

折々に

秋のうた

和歌雑詠

白丁

近代悌蘭西音楽壁え書

研究曾提唱の意義

俳句、花茨

句

海（凸版）

雑報、編輯後記

醗見毅

高津三吉

吉川由貴夫

井上麿雄

ＧＹＣＥＮＩＴＵＥＳ

大田貢

佐藤義詮

堀需子

吉野ひとゑ

前津琴子

小柳喜代子

川村漣三

ＹＹ生

鎌野直彦

末麿治人

薮秀野

扇屋とく

大田貢

ｉそれから私たちは「芸
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のことで晶子を訪ね相談

した。「芸苑」というの

は上田敏が出していた雑

誌の名であるから、それ

がよかろうということに

癖

なり、それに決めたのであった。晶子は裸足でい

つものように、書斎から現れたが、敷島の灰を手

の平で受けながら、歌がいつも胸にこみあげてく

るのを、おさえているように見うけられた。この

雑誌は三号までタブロイド版で出て、四号から雑

誌形式になったのだと思う。紀元が表紙を書いて

くれた｡煙があがっている巻煙草を持つ手である。

筆者は秋田玄務、富田達、吉川由貴夫、高木正己、

井上広雅、佐藤義詮、西脇マジョリ、石川四郎、

江川正久、吉川一枝、前沢絢子、それから私であ

る。四号が出たのは昭和二年十二月だったが、そ

れが最後だったかもしれない。

これによると、３号までタブロイド版で４号か

ら雑誌形式になったとありますが、実際は第３号

も雑誌形式であったことが判明しました｡1927(昭

和２）年１１月発行で、発行所は文化肇院大畢部

文鎮部となっており、表紙はポシエールが書いて

いる。以下目次により内容を紹介しておきたい。

劇燐血
その翌年､学院から｢を

だまきり'''1｣が発行された。

いま私の手元にあるのは

創刊号である。この号に 識

③

熱
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も記事が出ているが、私たちは学院大学部がI叫年

制だったのが、突如三年制に変更になり、まだ学

び足りなかったか、遊びたりなかったかして、「文

化学院研究会」というものをつくり、別に先生た

ちの講義を聞くことにした。当時の大学部の校舎

の一隅を借り、週三'1か四Ｈか集った。いわば大

学院のようなものであった。それは予定通り一年

続いた。（I11lIlff）「をだまきり'''1」の創刊サの内容は

次の通りである。

秋風抄11111子

虫名原語原考党

或る婦人の手紙岡邦雄

美術部の社会的進出柏亭

節子姫とアヤちゃん秋骨

坊ちゃんの空想からイノ'･作

アメリカ１１記アヤ

巴里便り村ﾉ|昌添Ⅲ

文化学院研究会中込

題字は寛､表紙は柏亭､編輯人は河崎夏子になっ

ている。

詠最率山奥小この『をだまきり'''1』の創刊

蕊詳雌号は熊本県立図書館に所蔵

葦;蟻鰯蝋呈鰹
塞轄恩言儲売ころ、たまたま奥付の前頁に

－上

蕊灘「本年度二科含出品胤録｣とい
馴豊紬 う記事があり、その巾に西脇

＄§
作一 マヂヨリの「果樹園の夏」「佐
潅も聯雄小佐染ｓ職ｚ

”巽臆※藤氏の肖像｣が記載されてい内

縁…綴卿:；た。
鳳

この「佐藤氏の肖像」というの(ま、１８号館(佐

藤義詮記念館）２階の大学史股示室に展示され

ている創立者佐藤義詮

先生の肖像のことであ

る。

(附属図脊館事務次長）

図書館員のお薦め本
-2018年度第１凶館内展示７月２日(月)～９月291](土）

仲嶺真信館長をはじめ職員５名がそれぞれ読んで而''1かつた本、視覚的に楽しめる本、印象に残ってい

る本など、あまり深く考えすぎずに、純粋に好きな、お気に入りの本を紹介、図書館の蔵書以外に個人の

蔵書も持ち寄り、紹介文のポップも作成し展示しました。初めての試みでしたが貸し出される本も多く、

利用者からは「読んで面白かった｣､｢こんな本もあったんだ」という感想も聞かれ思った以上に好評でした。

騨綴Ｉ
｡

ヨユー

戯，
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短期大学部食物栄養科。附属図書館共催企画

｢魔女の宅急便」カフェ、

館内展示「角野栄子さん著作本」について

岩本治美

短期大学部食物栄養科と附価図書館との共催

で、１０月２４日から２６日の３日間限定の『魔女

の宅急便』カフェ、『魔女の宅急便』原作者で児

童文学作家の角野栄子さんの著作本の展示、学生

による創作料理の写真の展示を附属図書館の本館

１階閲覧室にて行いました。

これらの企画は、１１月に大分県立図書館で開

催された国民文化祭記念講演会｢角野栄子講演会」

とのコラボ企画として、食物栄養科の学生が『魔

女の宅急便』をイメージした創作料理が同図書館

内のカフェで期間限定のメニュー化、“青ドル娘”の

ステージ発表等が催されることになり､｢学内でも『魔

女の宅急便』に関連した、学生に楽しんでもらえる

企画を是非一緒にやりませんか?」という立松学科

長からの提案がきっかけで実現しました。

『魔女の宅急便』は1985年に出版、1989年に

スタジオジブリ制作によりアニメ映画化され、今

Ｆ二･,頭_”配｡●・室
募毛互三面

｡ごqf－つぎ･今・，！

食、‘

一声

～‐ 誉

多臥･蔦|､：蝿
聯や 午李”』遇

診函Au＆星毒

唾星 昏錘畢急傘庵二｜,患”
一二己

” 蝿

ﾄ亀ン‘ ノ
－Ｆ１~『

⑳

なお多くの人々から愛され続けている作品で、原

作者の角野栄子さんは400点近くの児童文学作品

を発表､2018年には「国際アンデルセン賞作家賞」

を受賞されています。

著作本展示コーナーには本学所蔵の『魔女の宅

急便』、「アッチ・コッチ．ソッチの小さなおばけ

シリーズ｣、自作絵本や海外の翻訳絵本、『魔女の

宅急便』映画公開当時の「キネマ旬報｣、インタ

ビュー掲載雑誌を含む約６０冊を展示し、展示の

レイアウトは作品の素敵な世界観が伝わるような

工夫を随所に凝らし、図書館員も楽しみながら取

り組みました。

『魔女の宅急便』カフェは特別に館内で行い、

那前に無料整理券60枚を学生に配布し､メニュー

は食物栄養科の学生の創作スイーッ“時計台の

ワッフル”と紅茶を提供しました。カフェとあわ

せて、創作料理２４品の写真の展示も行いました。

試食した学生からは「今後も作品と食の楽しい

企画を学内でしてほしい」といった声があり、今

'1,|のような“読書と食，､を掛け合わせた試みを通

して、作品と作家の世界に親しむ機会をつくるこ

との大切さを附属図書館として改めて考える費重

な経験となりました。（附属図書館iil害）
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わが著害を語る
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田発荘のトンボ図鑑
鋤03-2016年興誰
塵く自費出版

２０１７年３月３０日発行

３，７８０円

３４頁

別府大学歴史文化総合研究センター非常勤

佐藤さくら

著者紹介

１m、

Uｌ

重要文化的景観の中で生きるトンボたち

私が田染荘のトンボに携わるきっかけとなったのは、

2008年に私が非常勤として歴史文化総合研究センター

に勤務しはじめたことだと言ってもいいでしょう。この年

初めて田染荘の御田植祭に行き、とても美しい里山の水

田に心を奪われました。当時、別府大学では、大分県豊

後高田市にある田染荘の重要文化的景観選定に向けて

報告書を作成中で、先生方を中心に調査研究が行わう'てて

いました。そんな中、飯沼賢司先生が｢文化的景観には

生物多様性も視野に入れたい」と提案されました。その

話を聞いた私がトンボ好きだったこともあり、調査に加え

てもらいました。トンボ調査には､１ヶ月に１～４回行き、

目視による観察メモと写真撮影で記録を取りました。こ

の調査で私は４９種類のトンボを撮影することができま

した。専門家の調査と合わせると田染荘で見られるトンボ

は５３種類となります６調査で分かったことは、トンボは

実に人間のつくりあげた、里山の農村景観の中で生きて

いるということでした。トンボは、幼虫のときは水生昆虫

として生きますもトンボの幼虫をヤゴといいますが、ヤゴ

の生息場所は、主に溜池、小川、井堰、河川、湿地ですも

ヤゴは成長すると羽化してトンボになりま魂羽化したば

かりのトンボは未成熟で、動きも鈍く、飛ぶのも危うい状

態ですもそこで必要なのは身を隠す山の木々や草の茂み

ですｂまさに田染荘の里山の自然はトンボ生息にとってな

くてはならないものでした。トンボは成熟すると交尾をす

るためにオスとメスが水辺にやって来ますもそこで私が待

ち構えてトンボの記録を取るわけですも

田染荘は、２０１０年８月に重要文化的景観に選定され

ました。私は選定後も継続してトンボの調査をし、これま

での調査の結果をまとめたいと願っていました。それは

田染荘という文化的景観の生物多様性が未来永劫このま

まの状態で保全されるか分からないからです６近年懸念

されているのは農薬による赤トンボの減少ですも異常気

象や地球温暖化も深刻な問題です６産業革命以前に比べ

て気温が1℃上昇していることは、自然界にとって大きな

変化です６田染荘でも南方系のトンボであるハネビロトン

ボが確認されました。これから南方系のトンボが北上し

てやって来るでしょう。また台風による環境の変化もあり

ました。雨引社の小川では、毎年のようにベニイトトンボ

(準絶滅危慎種）が見られましたが､２０１４年秋の台風で、

小川の±砂が数メートル流され、そこがちょうど産卵場所

だったため、翌２０１５年には数が激減し、その後ベニイ

トトンボは見られなくなりました。このように自然界では

時として劇的に環境が変化しますも

そこでトンボの記録を残す試みとして出来上がったの

が、『田染荘のトンボ図鑑』ですｂ分かりやすいように写

真を中心とした図鑑形式のフォトブックで、特徴はトンボ

がどこで見られるか記載していることです６文化的景観と

生物多様性を考えるとトンボは、自然環境のバロメーター

の一環を担っているのではないでしょうか。最後に、私の

願いは、「未来の子供たちにも農村景観の中でトンボが飛

び交う風景を見てほしい｜ということでする

佐藤さくら(SATOSakura）

別府大学歴史文化総合研究センター非常勤



鰯…UUNIvERsm（

２０１Ｂ年に出版された教職員の図書(図書館受入分）

『食物アレルギーお弁当のＡＢＣ
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高木伸幸著（国際言語・文化学科教授）
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『文字の消息‘：

(国際言語・文化学科講師）
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『芥川龍之介選英米怪異・幻想護』

毒西祐典、柴田元幸編訳

岩波書店２０１８．１１

『日本史のまめまめしい知識第３巻』

日本史史料研究会編

岩田書院２０１８．９

「南宮山からの撤退戦についての毛利秀元発給の感状」
白峰旬（史学・文化財学科教授）

壁jR8bz

日本史の
まめまめしＵ知識

［発行］別府大学附属図譜:館〒874-850l別府市大字北石垣８２TELO977-66-9633FAXO977-66-9632
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相川書房２０１
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、劃と史解団寛公居

所画画面

林 員帆著（人間関係学科教授）

－本人の力を活用した援助の可能Ｉ性一」

高次脳機能障害のある人とソーシャルワーク実践

『地域文化の再発見一大学・博物館の視点から』

日高真吾編

大学共同利用機関人間文化研究機構国立民族学博物館

日高真吾研究室2018.12

この本は２０１７年１０月本学で開催されたシンポジウムの記録です。

「基調講演国東半島における世界農業遺産の取り組みと大学」
飯沼賢司（史学・文化財学科教授）

「地域の文化財保護における大学の役割一複合的な文化財情報の構築と活用のために」
渡辺智恵美（史学・文化財学科教授）

「竹田市宮城・城原地区における学生による民俗調査と祭礼参加」
段上達雄（史学・文化財学科教授）

画工亘品ロ

相川書房２０１８．６

『高次脳機能障害のある人とソーシャルワーク実践

－本人の力を活用した援助の可能Ｉ性一」

林員帆著（人間関係学科教授）

有田孝司・高松伸枝（食物栄養科学部食物栄養学科教授）

第一出版２０１８．８

『食物アレルギーお弁当のＡＢＣ

－食物アレルギーの知識と給食おきかえレシピ．ご・アイデア集三I

･近藤さおり編著

地域文化の再発見
一大学･博物画の視点から

;識


